
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

音楽に関する専門的な内容について理解を深め、音楽で表すために必要な技術を身に付ける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

音楽文化と豊かに関わり、主体的、協働的に
表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

芸術 音楽Ⅰ

（　A組：小金沢） （　A組：小金沢） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲相と音楽の構造や多様性について理解を深めて
いる。
創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な
技術を身に付け、演奏で表している。

音楽を形作っている要素や、要素同士の関連を知
覚し、それらの働きを感受しながら知覚と感受の
関わりについて考える。
音楽を評価しながら、良さや美しさを味わって聴
いている。

高校生の音楽１　音楽通論　キミウタ　The Basics of Music

音楽Ⅰ

音楽に関する知識や技術を総合的に働かせ、表現意図を持ち、演奏や鑑賞に価値を見出す。

主体的に音楽学習に取り組み、感性を磨き、音楽文化の継承、発展、創造に寄与する態度を養う。

音楽Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

7

配当
時数

１
学
期

・発声の基本を身に付ける
・正しい音程で歌唱する

・腹式呼吸と頭声を意識し、響きの
ある声で歌唱する。
・キーボードを使い、正しい音程で
歌う。
・校歌
・日本歌曲

【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

○ ○ ○ 5

・呼吸を理解する
・美しい日本語で発音する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・母音のレガート唱法を意識する
・楽語の理解を深め歌唱に取り入れ
る

○

○ ○

8

〇 8

三線
・表現に関わる知識や技能を得る
・伝統音楽について自己のイメージ
を持つ

〇 14

・子音を発音し、かつ母音のレガー
ト唱法を意識する
・楽語の理解を深め歌唱に取り入れ
る

・ドイツ歌曲 【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

〇 〇 〇 12

てぃんさぐぬ花
・沖縄音階を知る。
・三線の基本を学ぶ。

【知識及び技能】
・曲にふさわしい奏法
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　表現形態の特徴を生かした演奏
【学びに向かう力、人間性等】
　個人練習・授業態度

〇 〇 〇

8

合計

70

３
学
期

ギター弾き歌い
・G,D7、Cのコードを覚える。

Happy　Birthday　to you 【知識及び技能】
・曲にふさわしい奏法
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　表現形態の特徴を生かした演奏
【学びに向かう力、人間性等】
　個人練習・授業態度

〇 〇

２
学
期

・発声の基本を身に付ける
・正しい音程で歌唱する

・腹式呼吸と頭声を意識し、響きの
ある声で歌唱する。
・キーボードを使い、正しい音程で
歌う。
・校歌
・日本歌曲

【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

〇 〇

・イタリア歌曲 【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

○ ○

・響き合う声について考える。
・鼻濁音を取り入れ、子音をはっき
りと発音し、美しい日本語を伝え
る。
・呼吸法を取り入れ、正しい姿勢で
歌う。

【知識及び技能】
・他者との調和を意識して歌う技能
【思考力、判断力、表現力等】
・言葉の発音
・身体の使い方
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

リズム ・リズムについて知り、表現のベー
スをつくる。

【知識及び技能】
・様々なリズムを打てる。
【思考力、判断力、表現力等】
・リズムの仕組みを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・演奏を鑑賞し、自身の演奏に取り入れる。

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　A組：小金沢） （　A組：小金沢） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 音楽Ⅲ
芸術 音楽Ⅰ 2

音楽Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲相と音楽の構造や多様性について理解を深めて
いる。
創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な
技術を身に付け、演奏で表している。

音楽を形作っている要素や、要素同士の関連を知
覚し、それらの働きを感受しながら知覚と感受の
関わりについて考える。
音楽を評価しながら、良さや美しさを味わって聴
いている。

音楽文化と豊かに関わり、主体的、協働的に
表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。

高校生の音楽１　音楽通論　キミウタ　The Basics of Music

音楽Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】 音楽に関する専門的な内容について理解を深め、音楽で表すために必要な技術を身に付ける。

音楽に関する知識や技術を総合的に働かせ、表現意図を持ち、演奏や鑑賞に価値を見出す。

主体的に音楽学習に取り組み、感性を磨き、音楽文化の継承、発展、創造に寄与する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

・発声の基本を身に付ける
・正しい音程で歌唱する

・腹式呼吸と頭声を意識し、響きの
ある声で歌唱する。
・キーボードを使い、正しい音程で
歌う。
・校歌
・日本歌曲

【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

・呼吸を理解する
・美しい日本語で発音する

・響き合う声について考える。
・鼻濁音を取り入れ、子音をはっき
りと発音し、美しい日本語を伝え
る。
・呼吸法を取り入れ、正しい姿勢で
歌う。

【知識及び技能】
・他者との調和を意識して歌う技能
【思考力、判断力、表現力等】
・言葉の発音
・身体の使い方
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

○ ○ ○

8

リズム ・リズムについて知り、表現のベー
スをつくる。

【知識及び技能】
・様々なリズムを打てる。
【思考力、判断力、表現力等】
・リズムの仕組みを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・演奏を鑑賞し、自身の演奏に取り入れる。

○ ○ ○ 7

・母音のレガート唱法を意識する
・楽語の理解を深め歌唱に取り入れ
る

・イタリア歌曲 【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

○ ○ ○

３
学
期

ギター弾き歌い
・G,D7、Cのコードを覚える。

Happy　Birthday　to you 【知識及び技能】
・曲にふさわしい奏法
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　表現形態の特徴を生かした演奏
【学びに向かう力、人間性等】
　個人練習・授業態度

〇 〇

〇 14

・子音を発音し、かつ母音のレガー
ト唱法を意識する
・楽語の理解を深め歌唱に取り入れ
る

・ドイツ歌曲 【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

〇 〇 〇 12

２
学
期

・発声の基本を身に付ける
・正しい音程で歌唱する

・腹式呼吸と頭声を意識し、響きの
ある声で歌唱する。
・キーボードを使い、正しい音程で
歌う。
・校歌
・日本歌曲

【知識及び技能】
・曲にふさわしい発声
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　個人練習　理論と感覚の融合
【学びに向かう力、人間性等】
　自宅での練習・授業態度

〇 〇

70

〇 8

三線
・表現に関わる知識や技能を得る
・伝統音楽について自己のイメージ
を持つ

てぃんさぐぬ花
・沖縄音階を知る。
・三線の基本を学ぶ。

【知識及び技能】
・曲にふさわしい奏法
・言葉の発音
【思考力、判断力、表現力等】
　表現形態の特徴を生かした演奏
【学びに向かう力、人間性等】
　個人練習・授業態度

〇 〇 〇

8

合計



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養えるようにする。

科目 の目標：

漢仮 漢 仮
思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

東京書籍　書道Ⅰ

芸術

書道Ⅰ

１
学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

〇

〇

〇

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 10

〇

〇

〇

〇 〇 4

ワークシート、授業態度
書式による書き方の違いや毛筆と硬筆での表
現方法の違いを理解している。
著作権について理解している。
硬筆技能の向上に向けて主体的に学習に取り
組もうとしている。

22

〇

・各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
草・篆書の古典の書風に即した用筆・運筆、
字形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇

〇

創作作品、ワークシート、授業態度
目的や用途に即した効果的な表現や、漢字と
仮名の調和した線質、余白による表現の工夫
をしている。
目的や用途に即した表現形式、題材の解釈に
基づいた表現、名筆を生かした表現や現代に
生きる表現について構想し工夫している。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。 〇 〇 〇

6

〇

〇 〇

〇 〇

〇 ○

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇

合
計

70

硬筆
【知識及び技能】
日常の書（はがき、手紙）の書き
方
を学習し、硬筆の技能を身に付け
させる。
・著作権について学習し、引用す
る場合の方法や注意点を身に着け
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
生活や社会のおける書の効用につ
いて理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常に生かそうと意欲的に取り組
む
姿勢を育むとともに、自己の表現
力にもつなげる。

２
学
期

仮名の書
【知識及び技能】
仮名の成り立ちを学び、仮名と漢
字の筆遣いを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の臨書の学習を通じ
て、仮名の筆遣いの理解を深めさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名作品の鑑賞を通じて、自己
の表現力を養う。

仮名の書の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果の関
わ
り、名筆や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについて理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字
の大きさ、全体の構成、目的や意
図に基づいた表現力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
漢字仮名交じりの書や他生徒の作
品鑑賞を通じて、自己の表現力を
養う。

漢字仮名交じりの書の創作・他生徒
作品の鑑賞・意見交換
現代の書の鑑賞をさせ、創作の表
現方法の効果について解説

〇

はがき、手紙
・漢字の書き順についての指導
・ワークシート
プリントによる解説
授業中での添削

〇

３
学
期

漢字の書(草書・隷書)
【知識及び技能】
・草・隷書体の古典作品を臨書
し、各書体ごとの特徴を理解さ
せ、技能を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
草・隷書体の基本運筆を練習さ
せ、楷書体、行書体との違いを理
解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・草・隷書作品の鑑賞を通じて、
自己の表現力を養う。

漢字の書（草書・隷書）の臨書・鑑
賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

16

12

芸術

漢字の書（楷書）
【知識及び技能】
　・用具・用材の特徴を理解しなが
ら、楷書体の古典作品を臨書し、各
古典作品ごとの特徴を理解させ、書
き分ける技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・中学までの復習をするとともに、
高校書道との違いを理解させる。書
道の学習に必要な用具・用材の特質
と扱い方を学び、用途に応じて使用
および丁寧な扱いができるようにさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・楷書作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

・漢字の書（楷書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

各時間の課題作品、ワークシート、授業態度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 ○

書道Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

漢字の書（行書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

漢字の書（行書）
【知識及び技能】
・行書体の古典作品を臨書し、各
古典作品ごとの特徴を理解させ、
書き分ける技術を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書体の筆遣いと楷書体の筆遣
いを比較させ、違いを理解させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・古典作品や他生徒作品の鑑賞を
通じて、自己の表現力を養う。

配

当

時

数

〇 〇

沖山　琴音

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養えるようにする。

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

奥山　恵美

芸術 書道Ⅱ
芸術 書道Ⅱ 2

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

東京書籍　書道Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

書道Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

漢字の書（楷書）
【知識及び技能】
　・用具・用材の特徴を理解しなが
ら、楷書体の古典作品を臨書し、各
古典作品ごとの特徴を理解させ、書
き分ける技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・中学までの復習をするとともに、
高校書道との違いを理解させる。書
道の学習に必要な用具・用材の特質
と扱い方を学び、用途に応じて使用
および丁寧な扱いができるようにさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・楷書作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

・漢字の書（楷書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇 ○

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

各時間の課題作品、ワークシート、授業態度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

16

〇 〇 〇

思 態

配

当

時

数

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

12

〇 〇 〇

漢字の書（行書）
【知識及び技能】
・行書体の古典作品を臨書し、各
古典作品ごとの特徴を理解させ、
書き分ける技術を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書体の筆遣いと楷書体の筆遣
いを比較させ、違いを理解させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・古典作品や他生徒作品の鑑賞を
通じて、自己の表現力を養う。

漢字の書（行書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇 ○

〇

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 10

２
学
期

仮名の書
【知識及び技能】
仮名の成り立ちを学び、仮名と漢
字の筆遣いを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の臨書の学習を通じ
て、仮名の筆遣いの理解を深めさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名作品の鑑賞を通じて、自己
の表現力を養う。

仮名の書の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果の関
わ
り、名筆や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについて理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字
の大きさ、全体の構成、目的や意
図に基づいた表現力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
漢字仮名交じりの書や他生徒の作
品鑑賞を通じて、自己の表現力を
養う。

漢字仮名交じりの書の創作・他生徒
作品の鑑賞・意見交換
現代の書の鑑賞をさせ、創作の表
現方法の効果について解説

〇

硬筆
【知識及び技能】
日常の書（はがき、手紙）の書き
方
を学習し、硬筆の技能を身に付け
させる。
・著作権について学習し、引用す
る場合の方法や注意点を身に着け
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
生活や社会のおける書の効用につ
いて理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常に生かそうと意欲的に取り組
む
姿勢を育むとともに、自己の表現
力にもつなげる。

はがき、手紙
・漢字の書き順についての指導
・ワークシート
プリントによる解説
授業中での添削

〇

ワークシート、授業態度
書式による書き方の違いや毛筆と硬筆での表
現方法の違いを理解している。
著作権について理解している。
硬筆技能の向上に向けて主体的に学習に取り
組もうとしている。

22

３
学
期

漢字の書(草書・隷書)
【知識及び技能】
・草・隷書体の古典作品を臨書
し、各書体ごとの特徴を理解さ
せ、技能を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
草・隷書体の基本運筆を練習さ
せ、楷書体、行書体との違いを理
解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・草・隷書作品の鑑賞を通じて、
自己の表現力を養う。

漢字の書（草書・隷書）の臨書・鑑
賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇 〇

・各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
草・篆書の古典の書風に即した用筆・運筆、
字形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇

〇

創作作品、ワークシート、授業態度
目的や用途に即した効果的な表現や、漢字と
仮名の調和した線質、余白による表現の工夫
をしている。
目的や用途に即した表現形式、題材の解釈に
基づいた表現、名筆を生かした表現や現代に
生きる表現について構想し工夫している。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。 〇 〇 〇

〇 〇 〇

6

合
計

70

〇 〇 4



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

１
学
期

２
学
期

〇 〇 〇
３
学
期

・仮名の書
【知識及び技能】
仮名と漢字の筆遣いを変体仮名の学
習や、仮名の学習を通じて理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の臨書の学習を通じて、
仮名の筆遣いの理解を深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

・仮名の書の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

・各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

○

・ワークシート、授業態度
書式による書き方の違いや毛筆と硬筆での表
現方法の違いを理解している。
硬筆技能の向上に向けて主体的に学習に取り
組もうとしている。

〇

10

合
計

70

〇 14

18

・漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果の関わ
り、名筆や現代の書の表現と用筆・
運筆との関わりについて理解させ
る。
・著作権について学習し、引用する
場合の方法や注意点を身に着けさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や意図に
基づいた表現力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に創作の題材を選択し、意図
に応じた表現力を養う。

・漢字仮名交じりの書の創作・鑑賞
現代の書の鑑賞をさせ、創作の表
現方法の効果について解説

〇 〇

創作作品、ワークシート、授業態度
目的や用途に即した効果的な表現や、漢字と
仮名の調和した線質による表現の工夫をして
いる。
目的や用途に即した表現形式、意図に基づい
た表現、名筆を生かした表現や現代に生きる
表現について構想し工夫している。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。 〇 〇

〇

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇 〇 12

硬筆
【知識及び技能】
・日常の書（はがき、手紙）の書き
方
を学習し、硬筆の技能を身に付けさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
生活や社会と強く結びついた書の効
用について理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常に生かそうと意欲的に取り組む
姿勢を育むとともに、自己の表現力
にもつなげる。

はがき、手紙
・漢字の書き順についての指導
・硬筆書写検定過去問題
・日常の書表現の鑑賞
・ワークシート
プリントによる解説
授業中での添削

〇

漢字の書（楷書・行書・草書・隷
書・篆書）
【知識及び技能】
　・用具・用材の特徴を理解しなが
ら、楷書体の古典作品を臨書し、各
古典作品ごとの特徴を理解させ、書
き分ける技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・中学までの復習をするとともに、
高校書道との違いを理解させる。書
道の学習に必要な用具用材について
理解させ、丁寧に扱う態度を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・楷書作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

漢字の書（楷書・行書・草書・
隷書・篆書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

○

知 思 態

配
当
時
数

漢字の書（行書・草書・隷書・篆書）
【知識及び技能】
　・中国と日本の多様な古典作品を臨
書し、各古典作品ごとの特徴を理解さ
せ、書き分ける技術を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・中国と日本の多様な古典作品の美の
背景を感受し、表現の工夫をさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・中国と日本の古典作品の鑑賞を通じ
て、自己の表現力を養う。

漢字の書（行書・草書・隷書・
篆書）の臨書・鑑賞
半切に臨書作品を制作
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

評価規準

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
古典の造形美や時代が要求した書体の特徴な
どを深く理解している。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 16

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
鑑
賞

書道実践

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していう態度を養えるようにする。

奥山　恵美

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

芸術 書道実践
芸術 書道実践 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

【知識及び技能】
アニメーションの仕組みを理解し、物語性の
ある10コマのアニメーションを作ることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
アニメーションを制作する過程で、どのよう
にしてコマを展開すれば効果的であるか考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの生徒と意
見交換をしながら制作に取り組むことができ
る。

・限られたコマ数の中でどのよう
な物語を組むか考え、絵コンテを
制作する。
・絵コンテをもとに写真を撮影
し、微調整をしながら必要な素材
を集め、撮影した写真をもとに、
アニメーションを作る。

八丈島のキャラクターデザイン
【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクター
とはどのようにしてできるかを理解
し、八丈島のキャラクターのデザイ
ンをする。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理
解するとともに、テーマに沿ったデ
ザインを考え、アイデアスケッチに
起こす。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に他の生徒と意見交換をし、
参考となる情報を収集しまとめる。

・タブレットやワークシートを用
いて既存のキャラクター調べ、鑑
賞し、モチーフの要素を整理しな
がらキャラクターとはどのように
してつくられるのか理解する。マ
インドマップを作成し、八丈島に
ついての情報できるだけ多く書き
出し、デザインに使用できそうな
要素を整理する。
・アイデアスケッチをもとに、ケ
ント紙に丁寧に線を整えながら下
描きを描く。
・アクリルガッシュの特性につい
て学習し、筆を用いて作品を着色コマ送りアニメ

【知識及び技能】
アニメーションの仕組みを理解し、
物語性のある10コマのアニメーショ
ンを作る。
【思考力、判断力、表現力等】
アニメーションを制作する過程で、
どのようにしてコマを展開すれば効
果的であるか考える。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの
生徒と意見交換をしながら制作に取
り組む。

（A組：古澤　　　　）（B組：古澤　　　　）（EK組：古澤　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高校生の美術１

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さを深く味わったりできるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情
操を養う。

美術Ⅰ

思 態

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

美術Ⅰ芸術

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

〇

〇 〇 8

〇

〇 〇

8

合
計
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〇 〇

【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクターとはどの
ようにしてできるかを理解し、八丈島のキャ
ラクターのデザインをすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理解すると
ともに、テーマに沿ったデザインを考え、ア
イデアスケッチに起こすことができる。
【学びに向かう力、人間性等】自主的に他の
生徒と意見交換をし、参考となる情報を収集
しまとめることができる。

〇

○

【知識・技能】
ロゴマークの基礎的な知識や、色彩や形の効
果について理解し、造形感覚などを働かせ
て、意図に応じた色彩や形状などの構想を練
り、創意工夫して表現できている。
【思考・判断・表現】
感性や想像力を働かせ、文字の形や自分自身
の個性や特徴をもとに美しさなどを考え、表
現の構想を練ることができる。ロゴマークの
造形の美しさ、表現の工夫などを理解するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
美術の創造活動の喜びを味わい、自分のシン
ボルマークを制作するにあたり主体的に構想
を練ったり材料や用具を生かすことができ
る。CIの考えなど、造形の美しさ、作者の個
性や特徴、表現の工夫などに気が付こうとす
る態度を身につけることができる 。

○ ○ ○ 16

○○○

【知識及び技能】
にぼしの形態や質感、木彫の基本技法を理解
し、素材の特徴を生かして表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】
にぼしを観察し、形や質感の特徴を捉えなが
ら立体的に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
安全に配慮しながら主体的に制作に取り組
み、試行錯誤しながら完成まで継続して制作
できる。

○ 12

２
学
期

名前のロゴマーク
【知識及び技能】
ロゴマークの基礎的な知識や色彩や
形の効果について理解し、造形感覚
などを働かせ、意図に応じて創意工
夫し、表現している。
【思考力、判断力、表現力等】
感性や想像力を働かせ、文字の形や
自分自身の個性や特徴をもとに美し
さなどを考え、表現の構想を練って
いる。ロゴマークの造形の美しさ、
表現の工夫などを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、自
分のシンボルマークを制作するにあ
たり主体的に構想を練ったり材料や
用具を生かしている。CIの考えな
ど、造形の美しさ、作者の個性や特
徴、表現の工夫などに気が付こうと
する態度を養う。

・水張りパネルの制作手順を学習
し、演習を観察する。観察後、二
人一組になり、それぞれの水張り
パネルを協力して制作する。
・ロゴマークとは何か、CIの考え
や文字のシンボル化について学習
し、企業などのロゴマークを鑑賞
する。
・タブレットを用いて、任意の企
業などのロゴデザインを取り上
げ、特徴や工夫点、見る人にどの
ような印象を与えるか、ロゴマー
クの特徴や、制作するにあたって
の注意点などについて考察し、ま
とめる。
・ロゴマークに投影する自分の情
報を整理し、要素をイラストに起
こす。
・イラストをもとに、アイデアス
ケッチを練り、全体のバランスを
考えながら、配色を決定し、枠の
中に大きく下描きを描く。
・アクリルガッシュの特性につい
て学習し、筆を用いて作品を着色
し、細部に至るまでこだわりをも
ち、最後に修正を行い、作品を仕
上げる。
・タブレットを用いて、お互いの
作品について作者の工夫や優れた
ところに着目した鑑賞を行い、感
想を入力する。

○ ○

にぼしの摸刻
【知識及び技能】
にぼしの形態や質感、木彫の基本技
法を理解し、素材の特徴を生かして
表現しようとする。
【思考力、判断力、表現力等】
にぼしを観察し、形や質感の特徴を
捉えながら立体的に表現しようとす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
安全に配慮しながら主体的に制作に
取り組み、試行錯誤しながら完成を
目指そうとする。

・木材や彫刻刀の扱い方、安全な
制作手順を理解させる。
・にぼしをよく観察し、形態や質
感の特徴を捉えながら摸刻表現を
行わせる。
・削り跡や細部表現を工夫しなが
ら完成度を高めさせる。

○ ○

〇 〇 〇

３
学
期

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

8

１
学
期

校内デッサン
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・デッサンを鑑賞するとともに、
鉛筆の硬さやタッチを変化させた
スケッチの演習を行い、それぞれ
の描写の変化について学習する。
・鉛筆の削り方から始め、基本的
な使い方、応用まで学習する。
・構図の適切な取り方やモチーフ
のバランスの効果について学習す
る。
・トーン表を参考に、適切な濃淡
表現に注意しながらデッサンを行
う。

○ ○ ○

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

配

当

時

数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現
鑑
賞

評価規準 知

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができるようにす
る。

 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、
美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造
的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美
術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりす
ることができるようにする。

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

○ ○ ○ 18

STAFF証コンテスト
【知識及び技能】
ロゴマークの基礎的な知識や色彩や
形の効果について理解し、造形感覚
などを働かせ、意図に応じて創意工
夫し、表現している。
【思考力、判断力、表現力等】
感性や想像力を働かせ、文字の形や
自分自身の個性や特徴をもとに美し
さなどを考え、表現の構想を練って
いる。ロゴマークの造形の美しさ、
表現の工夫などを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、自
分のシンボルマークを制作するにあ
たり主体的に構想を練ったり材料や
用具を生かしている。CIの考えな
ど、造形の美しさ、作者の個性や特
徴、表現の工夫などに気が付こうと
する態度を養う。

・ロゴの要素を理解し、八高祭の
STAFF証にふさわしいデザインを練
る。
・テーマに沿って視認性の高い構
成を考える。
・キャプションを考え、作品の紹
介を行う。
・他者の作品を鑑賞し、互いの作
品の良さを深め合う。

○ ○ ○

【知識及び技能】
ロゴマークの基礎的な知識や色彩や形の効果
について理解し、造形感覚などを働かせ、意
図に応じて創意工夫し、表現しすることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
感性や想像力を働かせ、文字の形や自分自身
の個性や特徴をもとに美しさなどを考え、表
現の構想を練っている。ロゴマークの造形の
美しさ、表現の工夫などを理解することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、自分のシン
ボルマークを制作するにあたり主体的に構想
を練ったり材料や用具を生かしている。CIの
考えなど、造形の美しさ、作者の個性や特
徴、表現の工夫などに気が付こうとする態度
を養うことができている。

○ ○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵

・

彫
デ 映

３
学
期

【知識及び技能】
日常の風景を切り取った写真という表現におけ
る、様々な構図や技法などの技術を、自身の気
づきとともに高めることができる
【思考力、判断力、表現力等】
演出したい空気感や、主題の良さを深めること
ができるように、構図や表現の工夫を凝らせる
ようになっているか
【学びに向かう力、人間性等】
カメラを通すことでを日常風景でさえ美術作品
になる気づきを得るとともに、主体的に暮らし
の中の芸術を愛好する心情を育むことができて
いる

○

写真演習
【知識及び技能】
日常の風景を切り取った写真という
表現における、様々な構図や技法な
どの技術を、自身の気づきとともに
高める
【思考力、判断力、表現力等】
演出したい空気感や、主題の良さを
深めることができるように、構図や
表現の工夫を凝らせるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
カメラを通すことで日常風景でさえ
美術作品になる気づきを得るととも
に、主体的に暮らしの中の芸術を愛
好する心情を育む

・視線の変化による効果や、明る
さ、光のバランスによる効果につい
て学習し、演習を行う
・人物の撮影の仕方、無機物や人工
物、風景の撮影の技法について学習
し、演習を行う。
・4枚で一つの作品として写真を組
み、写真の中に意図やストーリーを
持たせて完成させる。 ○ ○ ○

○

〇 〇

【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼り方を理解
し、テーマに合った描画で作品を制作すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造形の美し
さ、作者の個性や表現の工夫などに気が付こう
とすることができる。

○ ○

14

○ ○ ○

16

合

計

70

・鑑賞を通し、プロダクトデザイン
の基礎を学ぶ。
グループで構想を練り、描画材を用
いてプレゼンボードを制作する。
・全体に向けプレゼンテーションを
行い、タブレットを用いて、お互い
のグループの作品を鑑賞し、感想を
入力する。
・工夫や優れたところに着目した鑑
賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データ化して保存する。

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
プロダクトデザインの基礎的な知識や色彩、形
の効果について理解し、造形感覚などを働か
せ、意図に応じて創意工夫し、表現することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
使用する対象者や場所を考えテーマに沿った構
想を練ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的にほかの生徒と意見交換をしながら制作
に取り組み、作品の良さが伝わるプレゼンテー
ションをすることができる。

○ ○

【知識及び技能】
ロゴマークの基礎的な知識や色彩や形の効果に
ついて理解し、造形感覚などを働かせ、意図に
応じて創意工夫し、表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
感性や想像力を働かせ、文字の形や自分自身の
個性や特徴をもとに美しさなどを考え、表現の
構想を練っている。ロゴマークの造形の美し
さ、表現の工夫などを理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、自分のシンボ
ルマークを制作するにあたり主体的に構想を
練ったり材料や用具を生かしている。CIの考え
など、造形の美しさ、作者の個性や特徴、表現
の工夫などに気が付こうとする態度を養うこと
ができる。

○ ○ ○ 4

２

学

期

金箔を用いた水墨画
【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼
り方を理解し、テーマに合った描画
で作品を制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現をしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造
形の美しさ、作者の個性や表現の工
夫などに気が付こうとする。

・鑑賞を通し日本画、水墨画の伝統
や技法を学ぶ。
・色紙に金箔を貼り、日本画材、墨
を用いてテーマに沿った絵を描く。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データ化して保存する。

〇 〇

STAFF証コンテスト
【知識及び技能】
ロゴマークの基礎的な知識や色彩や
形の効果について理解し、造形感覚
などを働かせ、意図に応じて創意工
夫し、表現している。
【思考力、判断力、表現力等】
感性や想像力を働かせ、文字の形や
自分自身の個性や特徴をもとに美し
さなどを考え、表現の構想を練って
いる。ロゴマークの造形の美しさ、
表現の工夫などを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、自
分のシンボルマークを制作するにあ
たり主体的に構想を練ったり材料や
用具を生かしている。CIの考えな
ど、造形の美しさ、作者の個性や特
徴、表現の工夫などに気が付こうと
する態度を養う。

・ロゴの要素を理解し、デザインを
行うことができる。
・テーマに沿って視認性の高い構成
にすることができる。

〇 〇 〇 〇

１

学

期

レタリング
【知識及び技能】
レタリングについてデザイン的視点
から目的や意味について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
基礎的なフォントの特徴を理解し、
伝えたい意図や、言葉の個性をどの
ようなデザインで伝えるかを考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
文字のデザインに関心を持ち、レタ
リングやアイデアに必要な情報収集
など、主体的に取り組む。

・レタリングの基礎的な知識につい
て学習し、ポイントを押さえながら
「永」の練習を行う。
・自分の「好きな言葉」あるいは
「座右の銘」を設定する。
・言葉や文字単体の雰囲気につい
て、どのような配色や形状があって
いるか、アイデアを練ることができ
る。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・細部に至るまでこだわりをもって
制作し、修正を行う。

○ ○ ○

12

イスのデザイン
【知識及び技能】
プロダクトデザインの基礎的な知識
や色彩、形の効果について理解し、
造形感覚などを働かせ、意図に応じ
て創意工夫し、表現している。
【思考力、判断力、表現力等】
使用する対象者や場所を考えテーマ
に沿った構想を練る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的にほかの生徒と意見交換をし
ながら制作に取り組み、作品の良さ
が伝わるプレゼンテーションをす
る。

〇

【知識及び技能】
色彩や構図の効果について理解し、八高祭の
テーマに合わせ、メッセージが効果的に取り入
れられているポスターを制作することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
伝えたい内容や、八高独特の描写、八高祭の
テーマを、形や色彩の効果を生かして構想を練
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたい内容を印象的に伝える工夫をしている
とともに、意図表現の工夫や製作者の創意工夫
を感じ取ることができる。 ○ ○ ○ 12

【知識及び技能】
文字の構造やレタリングの基礎を理解し、用具
や表現方法を工夫して制作できる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲のイメージや雰囲気を捉え、書体や構成を工
夫して視覚的に伝わる表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
試行錯誤を重ねながら主体的に表現を追求し、
意欲的に制作できる。

○ ○ ○ 8〇

八高祭ポスター
【知識及び技能】
色彩や構図の効果について理解し、
八高祭のテーマに合わせ、メッセー
ジが効果的に取り入れられているポ
スターを制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
伝えたい内容や、八高独特の描写、
八高祭のテーマを、形や色彩の効果
を生かして構想を練る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたい内容を印象的に伝える工夫
をしているとともに、意図表現の工
夫や製作者の創意工夫を感じ取る。

・有名なポスター作品の鑑賞を行
い、ポスターの様々な効果や色の三
要素などについて学習する。
・八高祭のテーマと、ポスターを制
作するにあたっての効果などを照ら
し合わせてながらアイデアスケッチ
を練る。
・アイデアスケッチをもとにして、
丁寧に線を整えながら下描きを描
く。
・アクリルガッシュなどの描画材を
用いて着色する。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データ化して保存する。
・細部に至るまでこだわりをもって
制作し、修正を行い、作品のクオリ
ティを上げる。
・レタリングの手順を振り返り、ポ
スターに必要なレタリングの配置を
考えながら下描きを描くことができ
る。

〇 〇 〇

タイトルデザイン
【知識及び技能】
文字の構造やレタリングの基礎を理
解し、用具や表現方法を工夫して制
作しようとする。
【思考力、判断力、表現力等】
曲のイメージや雰囲気を捉え、書体
や構成を工夫して表現しようとす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
試行錯誤を重ねながら主体的に表現
を追求し、意欲的に制作しようとす
る。

・文字の構造やレタリングの基礎を
理解させる。
・曲の印象や世界観をもとに、書体
やレイアウト、装飾を工夫したデザ
インを制作させる。
・試作や修正を重ねながら完成度を
高めさせる。

〇 〇 〇

○

【知識及び技能】
レタリングについてデザイン的視点から目的や
意味について学ぶことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
基礎的なフォントの特徴を理解し、伝えたい意
図や、言葉の個性をどのようなデザインで伝え
るかを考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
文字のデザインに関心を持ち、レタリングやア
イデアに必要な情報収集など、主体的に取り組
むことができる。

○ ○ ○ 4

知 思 態

配

当

時

数

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さを深く味わったりできるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情報を
養う。

（A組：古澤　　　　）（B組：古澤　　　　）（EK組：古澤　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑

賞
評価規準

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工
夫し、個性豊かで創造的に表すことができるよう
にする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個
性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高
めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めた
りすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯
にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感
性と美意識を高め、美術文化に親しみ，心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

高校生の美術2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めるとともに、意図に応じて表現方法
を創意工夫し、創造的に表すことができるよ
うにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるようにする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、
生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとと
もに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養うこ
とができる。

○

クロッキー
【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解を深めるとともに、意図
に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発想
し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取
り組み、生涯にわたり美術を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高
め、美術文化に親しみ、心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養

・鉛筆、木炭、コンテなど使用す
る画材によって描き分けができ
る。
・モチーフの質感、形を捉え素早
く独自の解釈で描くことができ
る。

○ 〇 〇 ○

○

〇 ○

【知識及び技能】
自己理解と表現形式の特性についてさらに理
解を深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考
力、判断力、表現力等を育成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
表現の可能性を追求しようとする態度を養う
ことができる。

〇 〇

・鑑賞を通し、ピクトグラムにつ
いて学ぶ。
・パネルに水張りし、アクリル
ガッシュを用いてオリジナルのピ
クトグラムをデザインする。
・タブレットを用いて、お互いの
作品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着
目した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにト
リミングし、データ化して保存す
る。

〇 ○

【知識及び技能】
ピクトグラムの基礎的な知識や色彩や形の効
果について理解し、造形感覚などを働かせ、
意図に応じて創意工夫し、表現することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
感性や想像力を働かせ、文字の形や自分自身
の個性や特徴をもとに美しさなどを考え、表
現の構想を練っている。ピクトグラムの造形
の美しさ、表現の工夫などを理解することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、デザインす
るにあたり主体的に構想を練ったり材料や用
具を生かしている。造形の美しさ、作者の個
性や特徴、表現の工夫などに気が付こうとす
る態度を養うことができる。

12

○ 〇 〇

16

合
計

70

〇 〇

２
学
期

タイポグラフィ自画像
【知識及び技能】
自己理解と表現形式の特性について
さらに理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的
な思考力、判断力、表現力等を育成
する。
【学びに向かう力、人間性等】
表現の可能性を追求しようとする態
度を養う。

・鑑賞
・作品に用いる写真を生徒同士で
撮影する。
・撮影した写真を数字でトーンを
諧調化する。
・Wordを用いて自画像を描く。
・タブレットを用いて、お互いの
作品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着
目した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにト
リミングし、データ化して保存す
る。

○ 〇

○ 〇

１
学
期

八丈島の油絵
【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解を深めるとともに、意図
に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発想
し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取
り組み、生涯にわたり美術を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高
め、美術文化に親しみ、心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

・鑑賞を通し、油絵の具を用いた
様々な表現技法を学ぶ。
・キャンバスを組み立て、油絵の
具を用いて八丈島をテーマに具
象、または抽象的に描く。
・タブレットを用いて、お互いの
作品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着
目した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにト
リミングし、データ化して保存す
る。

○ 〇 〇

12

ピクトグラムデザイン
【知識及び技能】
ピクトグラムの基礎的な知識や色彩
や形の効果について理解し、造形感
覚などを働かせ、意図に応じて創意
工夫し、表現している。
【思考力、判断力、表現力等】
感性や想像力を働かせ、文字の形や
自分自身の個性や特徴をもとに美し
さなどを考え、表現の構想を練って
いる。ピクトグラムの造形の美し
さ、表現の工夫などを理解してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、デ
ザインするにあたり主体的に構想を
練ったり材料や用具を生かしてい
る。造形の美しさ、作者の個性や特
徴、表現の工夫などに気が付こうと
する態度を養う。

【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解を深める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考
力、判断力、表現力等を育成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
表現の可能性を追求しようとする態度を養う
ことができる。

○ ○ ○ 14○

サウンドアート鑑賞
【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的
な思考力、判断力、表現力等を育成
する。
【学びに向かう力、人間性等】
表現の可能性を追求しようとする態
度を養う。

・鑑賞を通し、サウンドアートに
ついて学ぶ。
・ワークシートを用いてアイデア
スケッチをする。
・意見交換をして更に自身のアイ
デアを発展させる。

〇 〇

○

【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めるとともに、意図に応じて表現方法
を創意工夫し、創造的に表すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、
生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとと
もに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養うこ
とができる。

○ ○ ○ 16

知 思 態

配
当
時
数

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さを深く味わったりできるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情
報を養う。

（A組：古澤　　　　）（B組：古澤　　　　）（EK組：古澤　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

高校生の美術3

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

評価規準

美術Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を追
求し、個性を生かして創造的に表すことができ
るようにする。

造形的なよさや美しさ、独創的な表現の意図と創
造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題
を生成し個性を生かして発想し構想を練ったり、
自己の価値観を働かせて美術や美術文化に対する
見方や感じ方を深めたりすることができるように
する。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性と美意識を磨き、美術文化を尊重し、
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

芸術 美術Ⅲ
芸術 美術Ⅲ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

12

○ ○ ○

16

合
計

70

○

【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解を深めると
ともに、専門的な技能や発展的な技術を身に付
けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考力、
判断力、表現力等を育成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続ける態度を養
うことができる。

○

○○

クロッキー
・【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解
を深めるとともに、専門的な技能や
発展的な技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的
な思考力、判断力、表現力等を育成
する。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続け
る態度を養う。

・鉛筆、木炭、コンテなど使用する
画材によって描き分けができる。
・モチーフの質感、形を捉え素早く
独自の解釈で描くことができる。

○ ○

○

○

12

油彩転写
【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解
を深めるとともに、専門的な技能や
発展的な技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的
な思考力、判断力、表現力等を育成
する。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続け
る態度を養う。

【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解を深めると
ともに、専門的な技能や発展的な技術を身に付
けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考力、
判断力、表現力等を育成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続ける態度を養
うことができる。

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解を深めると
ともに、専門的な技能や発展的な技術を身に付
けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考力、
判断力、表現力等を育成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続ける態度を養
うことができる。

○ ○ ○

・油彩転写について理解する。
・アイデアスケッチをもとにして、
丁寧に線を整えながら描く。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データー化して保存す
る。
・細部に至るまでこだわりをもって
制作し、修正を行い、作品のクオリ
ティを上げる。

○ ○

14○

２
学
期

日本画演習
【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解
を深めるとともに、専門的な技能や
発展的な技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的
な思考力、判断力、表現力等を育成
する。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続け
る態度を養う。

・日本画材の使用方法を理解するこ
とができる。
・イメージした情景を描写に起こす
ことができる。
・日本画材の良さを発揮した絵画を
描くことができる。

○ ○

１
学
期

木炭画
【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解
を深めるとともに、専門的な技能や
発展的な技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的
な思考力、判断力、表現力等を育成
する。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続け
る態度を養う。

・統一性のあるモチーフを組むこと
ができる。
・木炭の使用方法を理解することが
できる。
・質感の書き分けができる。

○ ○ ○

水彩演習
【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解
を深めるとともに、専門的な技能や
発展的な技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的
な思考力、判断力、表現力等を育成
する。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続け
る態度を養う。

・水彩の特性を活かした表現ができ
る。
・テーマに合った構図でスケッチす
ることができる。

○ ○

16

知 思 態

配
当
時
数

○

【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解を深めると
ともに、専門的な技能や発展的な技術を身に付
けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考力、
判断力、表現力等を育成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続ける態度を養
うことができる。

○ ○ ○

評価規準

【知識及び技能】
表現形式の特性についてさらに理解を深めると
ともに、専門的な技能や発展的な技術を身に付
けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考力、
判断力、表現力等を育成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
絵画表現の可能性を生涯追求し続ける態度を養
うことができる。

○ ○ ○

絵画基礎(Ⅵ群)

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現形式の特性についてさらに理解を深めると
ともに、専門的な技能や発展的な技術を身に付
けるようにする。

さらに表現及び鑑賞に関する創造的な思考力、判
断力、表現力等を育成する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな
情報を養う。

（A組：古澤　　　　）（B組：古澤　　　）（EK組：古澤　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

なし

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さを深く味わったりできるようにする

芸術 絵画基礎(Ⅵ群)

芸術 絵画基礎(Ⅵ群) 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○

16

合
計

70

３
学
期

【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素について理解
を深めるとともに、基礎となる技能を身に付け
るようにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基礎となる思
考力、判断力表現力等を育成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養うことがで
きる。

色の名前
【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素に
ついて理解を深めるとともに、基礎
となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基
礎となる思考力、判断力表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養
う。

・慣用色名と系統色名の違いについ
て学習する。
・慣用色名の色の名称や、系統色名
の成立ちについて学習する。
・他の生徒と色を分担し、見本を参
考にしながらパワーポイントを用い
てオリジナルの色見本を制作する。

○ ○ ○ ○ ○

２
学
期

１
学
期

色彩学
【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素に
ついて理解を深めるとともに、基礎
となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基
礎となる思考力、判断力表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養
う。

・配色の理論について学習し、デザ
インの基礎を理解することができ
る。
・配色の調和について学習し、演習
において色彩の調和を活かすことが
できる。
・モノトーンと色彩の効果について
作品の比較を行い、理解を深めるこ
とができる。
・トーンの効果やイメージについて
学習し、トーン表を覚えることがで
きる。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素について理解
を深めるとともに、基礎となる技能を身に付け
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基礎となる思
考力、判断力表現力等を育成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養うことがで
きる。

○

色彩学
【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素に
ついて理解を深めるとともに、基礎
となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基
礎となる思考力、判断力表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養
う。

・色の見え方について理解すること
ができる。
・色相環および、マンセルシステム
について学習し色のルーツを学ぶこ
とができる。
・無彩色、有彩色と明度差について
色彩の比較を行い、理解を深めるこ
とができる。
・主な慣用色名を覚えることができ
る。

○ ○ ○

色彩構成
【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素に
ついて理解を深めるとともに、基礎
となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基
礎となる思考力、判断力表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養
う。

・テーマに合わせて選択した色相の
根拠を明らかにし、アイデアスケッ
チを練ることができる。
・アクリルガッシュの特性について
学習し、筆を用いて作品を着色す
る。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データ化して保存する。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素について理解
を深めるとともに、基礎となる技能を身に付け
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基礎となる思
考力、判断力表現力等を育成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養うことがで
きる。

○ ○ ○ 10

【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素について理解
を深めるとともに、基礎となる技能を身に付け
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基礎となる思
考力、判断力表現力等を育成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養うことがで
きる。

○ ○ ○ 12

○ ○ ○ 2

知 思 態

配

当

時

数

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さを深く味わったりできるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情報
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

基礎構成(Ⅳ群)

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

造形的な創造活動に関わる諸要素について理解を
深めるとともに、基礎となる技能を身に付けるよ
うにする。

造形的な表現効果を高めるための基礎となる思考
力、判断力表現力等を育成する。

造形感覚を高めようとする態度を養う。

芸術 基礎構成(Ⅳ群)
芸術 基礎構成(Ⅳ群) 2

なし

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける

（A組：古澤　　　）（B組：古澤　　　　）（ 組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

○ 16

多面体の立体構成
【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解を深めるとともに、意図
に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発想
し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取
り組み、生涯にわたり美術を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高
め、美術文化に親しみ、心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

・立方体の展開図について理解し、
アイデアスケッチをする。
・立方体を３つ以上に分割した形の
展開図について検討し、決定した展
開図をパーツごとに分割し図面に起
こすことが出来る。
・デザインカッターを用いて、図面
に合わせて丁寧に切り取るととも
に、のりしろの処理や折り筋の処理
を行い、組み立ての作業をする。
・のりしろにボンドをつけ、美しい
立体造形を作り出し、制作した各立
体を、見映えを意識しながら接続・
配置する。

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

○ ○ ○ 14

宣伝ポスター
【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素に
ついて理解を深めるとともに、基礎
となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基
礎となる思考力、判断力表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養
う。

・発信するという目的を持ったチラ
シやポスター、ホームページなどの
情報の可視化について学習し、理解
を深めることができる。
・テーマと、ポスターを制作するに
あたっての効果などを照らし合わせ
てながらアイデアスケッチを練る。
・アイデアスケッチをもとにして、
丁寧に線を整えながら下描きを描
く。
・アクリルガッシュなどの描画材を
用いて着色する。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
造形的な創造活動に関わる諸要素について理解
を深めるとともに、基礎となる技能を身に付け
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な表現効果を高めるための基礎となる思
考力、判断力表現力等を育成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
造形感覚を高めようとする態度を養うことがで
きる。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵

・

彫
デ 映

○ ○

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ようにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

創造デッサン
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・自由な紙を選択し、デッサンを
することができる。
・自由な顔料を選択し、デッサン
をすることができる。
・光と影の簡略化を行い、選択し
た自由な紙や顔料で対象のモチー
フを描くことができる。
・輪郭の簡略化を行い、材料の良
さ活かして形状の概念にとらわれ
ない自由な描写を展開することが
できる。

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

３
学
期

２

学

期

合

計

105

○ ○ ○ 20

○ ○ ○

16

16

石膏デッサン
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・光と影、形状のバランスが取れ
た構図をとることができる。
・一目見て素材がわかるくらいの
質感の描きこみをすることができ
る。
・時間内に完成させることができ
る。

○ ○

大型デッサン
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・石膏像を取り入れた大型モチー
フを組むことができる。
・光と影、形状のバランスが取れ
た構図をとることができる。
・一目見て素材がわかるくらいの
質感の描きこみをすることができ
る。
・時間内に完成させることができ
る。

○ ○

人体デッサン
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・自画像の描き方について学習
し、理解を深めることができる。
・自身の顔をよく観察し、特徴を
つかむことができる。
・顔面の筋肉や頬の肉のつき方を
意識し、自然な自画像を描くこと
ができる。
・肌質や睫毛など細密に描き上げ
ることができる。

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

14○

形体・形状
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・基礎図形について、正確な形状
を描写し、遠近感を意識すること
ができる。
・設定した時間内に仕上げること
ができる。
・光と影、形状のバランスが取れ
た構図をとることができる。
・一目見て素材がわかるくらいの
質感の描きこみをすることができ
る。
・時間内に完成させることができ
る。
・質感の異なる複数のモチーフ
を、陰影や立体感を意識しながら
描写できる。
・設定された時間のなかで、最後
までこだわりをもって取り組むこ
とができる。
・複数のモチーフを並べ、バラン
スの良い構図をとることが出来
る。
・限られた時間内で、細部にいた
るまで描きこみ、作品の質を上げ
ることができる。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

○

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

○ ○

人物スケッチ
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・陰影を意識して、簡単な人体の
スケッチすることができる。
・線で縁取ることはせず、影を重
ねることで輪郭を表現することが
できる。
・鉛筆の扱い方を学び、描写の表
現を広めることができる。
・あたりのつけ方を学び、全体的
にバランスの取れた形状を描くこ
とができる。
・限られた時間の中で、時間配分
を考えて全体の質を揃えることが
できる。

15

20

○

○

○

【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するための基礎
となる思考力、判断力、表現力等を育成する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養うことがで
きる。

○ ○ ○ 4

○

表現材料の特性について理解を深めるとともに、
対象を深く観察して表現を工夫しながら的確に描
写する応用的な技能を身に付けるようにする。

対象のイメージや空間を把握するための応用的な思
考力、判断力、表現力等を育成する。

造形表現を生涯追求する態度を養う。

１

学

期

デッサン基礎
【知識及び技能】
表現材料の特性について理解を深め
るとともに、対象を深く観察して表
現を工夫しながら的確に描写する基
礎となる技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
対象のイメージや空間を把握するた
めの基礎となる思考力、判断力、表
現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
造形表現を生涯追求する態度を養
う。

・デッサンを鑑賞するとともに、
鉛筆の硬さやタッチを変化させた
スケッチの演習を行い、それぞれ
の描写の変化について学習する。
・鉛筆を用いて８マスの枠の中に
段階的に濃淡を変化させ、トーン
表を制作する。
・構図の適切な取り方やモチーフ
のバランスの効果について学習す
る。
・トーン表を参考に、適切な濃淡
表現に注意しながらデッサンを行
う。

○ ○ ○

知 思 態

配

当

時

数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑

賞
評価規準

芸術 素描基礎（A群）

芸術 素描基礎（A群） 3

素描基礎（A群）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

なし

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける

（A組：古澤　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さを深く味わったりできるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情報を
養う。


